
第
1
・
2
・
3
号
被
保
険
者
っ
て
…

国
民
年
金
の
加
入
対
象
者
を
第
1

号
か
ら
3
号
に
分
け
て
い
ま
す
。
手
続

先
や
納
付
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

○ 

第
1
号
被
保
険
者
は
、農
業
、学
生
、

自
営
業
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど

○ 

第
2
号
被
保
険
者
は
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

○ 

第
3
号
被
保
険
者
は
、
第
2
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻（
夫
）

を
い
い
ま
す
。
配
偶
者
で
あ
る
夫

（
妻
）が
就
職
し
て
い
る
事
業
所
が

年
金
の
届
出
手
続
を
し
ま
す
。
そ

し
て
、
国
民
年
金
加
入
者
と
し
て
認

め
ら
れ
る
と
、
保
険
料
納
付
済
み
と

な
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
る
に
は
…

口
座
振
替
に
す
る
と
便
利
で
す
。
納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
保
険
料
の
納

め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
を
利

用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
自
分
に
あ
っ
た
納
付
方
法
で
確
実

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

蒲
子
さ
ん
の

場
合

20才
加入と保険料納

付の義務が発生し、
第1号被保険者に
なります。保険料を
納めることが困難
な学生には「学生納
付特例制度」があり
ます。

学　生

65才
納付された保険料の合計月数

（25年以上必要）が、受給する年
金額の基になります。
本人の希望により、65歳前に

繰り上げ受給することや66歳以
降に繰り下げることもできます。
満額年金は、年794,500円（平
成17年度現在）です。 年金受給

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
に
老
後
の
所
得
保

障
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。
将
来
の
経
済
社
会
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
の
収
入
を
確

保
で
き
る
唯
一
の
も
の
で
す
。

し
か
し
、
あ
な
た
が
年
金
に
未
加
入
、
ま
た
は
年
金
を
未
納
で
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
老
後
の
保
障
が
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
年
金
に
加
入
し
、
あ
な
た
の
老
後
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

今
号
で
は
、人
生
の
節
目
で
あ
る
就
職
、結
婚
、退
職
な
ど
の
出
来
事
を
通
じ
て
、国
民
年
金
の
あ
れ
こ
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
合
先

保
険
年
金
課 
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◆
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1

2006.2.15

2
2006.2.15 広報●がまごおり

3

お
知
ら
せ

平
成
17
年
分
の
所
得
申
告
か

ら
、
所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

支
払
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
に
つ
い
て
も
、
控
除
証
明
書

（
す
で
に
平
成
17
年
11
月
に
送
付

済
み
）の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

あ
な
た
を
守
る
、

　
 

あ
な
た
が
守
る
年
金


